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◎要　旨

　台湾有事や中国による海洋進出に対抗するために日本国民は”国を護るという意識”を持たないといけない。しかし、現状、国防に関しては米軍頼みで有事の際、米軍は日本を

護ってくれるのか不透明である。また、国を護るという国民の意識も諸外国に比べると低いと言われている。そこで今回、我々は宇土校生を　対象に中国に対する脅威や日本の安

全保障に関する意識調査を行い、宇土校生の意識を変えたいと思い、このテーマを作成した。

　　　　　　　　　　　　　　目　　　的　

中国の海洋進出、台湾有事に関する現状をまとめ、” 国防に関する宇土校生の意

識調査 ”と、危機感が足りない場合、その意識を変えたいと思ったため

　　　　　　　　　　　　　　方　　　法

①  中国の海洋進出の現状と国防費の推移、日本と中国の戦力比較

②  台湾での国防意識と防空壕の現状

③  日本における国防意識の低さとその原因について

④  まとめ、考察

　　　　　　　　　　　　　　結　　　果　

●    中国の過去30年の 国防費

　　　　　　　

　　

　⇒　　中国は過去30年で国防費が 39倍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【出典：中国情勢（日本海、太平洋、東シナ海）　防衛】

　⇒　以上のことから中国は近年、自国の防衛費を上げている。

戦闘艦艇は年々、太平洋や東シナ海での活動回数が増えている。

戦闘機は2017年をピークに太平洋や東シナ海での活動回数は減少している。しかし、

飛行経路や軍用機の種類が多様化し、台湾南部や、日本の紀伊半島周辺の海域にまで

飛行している。

●　日本と中国との戦力　

中国　

戦闘機：日本の約4倍

戦闘船艇：日本の約4倍

どちらも4倍に増加

●　台湾における国防意識と防空壕の現状　

・1949年以降、公的な場所には地下壕を用意することが義務化された。

・現在、台湾の防空壕は民間の地下室を含めて、10万か所以上あり、

　8600万人以上が収容できるとされている。
・年に1度、防空演習が行われ、その時間帯は車も人も屋外に出ることを　　禁止され

る。従わない場合、日本円で13〜65万の罰金が課せられる。

Q.中国が台湾に侵攻した場合、台湾のために戦うか？　（2020年）

　「 台湾のために戦う 」79.8％（与党・民進党のシンクタンク台湾民主基金会）

　「 台湾のために戦う 」77.6％（野党・国民党）

【参考】 2018年：23.6％　　2019年：32.7％　（台湾のテレビ局）

⇒　数年前と比べても ２倍以上になっており、国防意識が高まっていることが分か
る。

迎撃ミサイル充足率６割　予算不足深刻（2022年10月21日　産経新聞）

防衛省は２１日、日本の弾道ミサイル防衛（ＢＭＤ）用の迎撃ミサイルが必要量の６割

程度しか確保できていないとの試算を明らかにした。弾薬の充足率の公表は迎撃能

力を明らかにすることになるので異例。能力が十分発揮

できない恐れがあり、深刻な予算不足の状況が改めて判明した。

　　　　　　　　　　　　　　

岸田首相｢防衛費GDP2％、27年度に｣財源は年内決着(2022年11月28日　日経新聞)

岸田文雄首相は28日、防衛費を2027年度に国内総生産(GDP)比2%に増額するよう関
係閣僚に指示した。科学技術費などの国防に有益な費用を合算し、省庁横断の防衛費と
位置づける。装備品を含む向こう5年間の予算規模と、財源確保を年内に同時決着させ、

戦後の安全保障政策の転換に道筋をつける。　　　　　　　　

●  日本における 国防意識　

Q. 中国脅威論を知っていますか   　　　　　Q. 日本のために戦いますか

　　　　　　Q. 日本の防衛費増額について 賛成 か 反対 か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
● 憲法９条 と敗戦国という意識　

第一項： 国の主権の発動たる戦争と、武力による威嚇又は武力の行使は、

他国との間の紛争の解決の手段としては、永久にこれを抛棄する。

第二項： 陸海空軍その他の戦力は、これを保持してはならない。

　　　　 国の交戦権は、これを認めない。

日本は敗戦国という意識に加え、他国の憲法にない戦争放棄条項を有しているた

め憲法に対する遵法精神の上からは、この問は答えにくい内容をもっているといえ

る。日本は、他の国と比べても国防意識が低い。

　　　　　　　　　　　　ま と め　・　考 察　

今回の調査で宇土校生だけでなく日本全国で意識が低いことがわかった。

理想的ではないが国防意識が高くなるのは戦争が身近に迫っているときであ

る。しかし、それは我々の望んでいる方法ではない。我々一人ひとりができる

こととしては、日常会話の場面で政治の話をするのは良くないという雰囲気を

打破し、政治の話がしやすい雰囲気作りをしたり、普段から政治関連のニュー

スに目を向けることである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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